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西日本建設業保証（株）宮崎支店の公

共工事速報によると、県内を工事場所と

する５月の前払保証件数は230件（前年

同月比▲18.4％）、保証対象請負総額は約

101億47百万円（同▲2.1％）。

保証実績の概要は以下の通り。

「県」（56件）は、合計で約17億76百万

円（同▲17.5％）。「市町村」（146件）は、

合計で約28億92百万円（同＋18.8％）。

「国」（17件）は、合計で約20億15百万円

（同▲31.0％）。「独立行政法人等」（８件）

は、合計で33億48百万円（同＋19.6％）で

あった。

６月の県生コンクリート工業組合（57

社64工場－組合非加盟は推計で４社）扱

いの生コン総出荷量は89,061（前年同

月比▲30.4％、前月比▲12.0％）。　　

当月の総出荷量のうち官公需は、

67.2％と前年同月比4.3Ｐ減少した。

地区別では（県内９地区）、前年比増加

したのが、日南地区（約３千、前年同

月比＋6.9％）のみの１地区。一方、減少

したのは、西臼杵地区（約４千、同▲

58.3％）、県北地区（約19千、同▲32.8

％）、耳川地区（約15千、同▲20.0％）、

西都児湯地区（約13千、同▲27.4％）、

宮崎地区（約19千、同▲33.7％）、串間

地区（約３千、同▲15.7％）、都城地区

（約５千、同▲49.1％）、西諸地区（約７

千、同▲5.3％）の計８地区である。

公　共　工　事 ―  請負総額、前年比2.1％の減少（５月）

生　　コ　　ン ―  出荷実績、前年比30.4％の減少（６月）

資料）西日本建設業保証㈱宮崎支店

公　共　工　事

生  コ  ン  出  荷  量

資料）県生コンクリート工業組合



５月の着工新設住宅件数は680戸（前

年同月比＋86戸、同＋14.5％）。全体の

総床面積は、58,309㎡（同＋1.9％）。

用途別の内訳は、持家263戸（同▲

17.0％）、貸家281戸（同＋24.3％）、分譲

住宅133戸（同＋183.0％）、うちマンショ

ン85戸。一戸当たりの床面積は85.7㎡

（同▲11.1％）。県下９市における着工

新設住宅の総床面積をみると、前年比

増加したのは、宮崎市26,523㎡（同＋

9.2％）、都城市12,102㎡（同＋43.3％）、

日南市2,139㎡（同＋123.3％）、小林市

1,901㎡（同＋41.9％）、串間市662㎡（同

＋35.1％）の５市。一方、減少したのは、

延岡市4,123㎡（同▲24.8％）、日向市

2,753㎡（同▲54.1％）、西都市523㎡（同

▲30.6％）、えびの市488㎡（同▲39.6％）

の４市であった。９市の総床面積の合

計は51,214㎡（同＋5.4％）。

６月における県産木材の素材価格（円

／立方メートル）は、ヒノキ（中丸太）

20,000円（前年同月比▲13.8％）、マツ

14,300円（同＋ 30.0％）、スギ中丸太

12,400円（同＋0.8％）。前月比では、ヒノ

キは900円安、マツが300円安、スギも600

円安。製材製品（円／立方メートル、４

m×10.5cm）はスギ（１等上）が23,000円

（前年同月比＋15.0％）で前月比1,000円

安く、ヒノキ（特等）は55,000円（同＋

10.0％）で前月と変わらず。

①住宅向け県産材需要の低下による

出荷調整②県内で従前に買い付けられ

ていた外材の市場流入などに因り、丸

太、製材製品の値が総じて低下した。た

だ、７月初旬の値動きは下げ止まり傾向

にあり、盆明け頃には回復する見方もあ

る。

住　宅　着　工 ―  総戸数、前年比14.5％の増加（５月）

木　材　市　況 ―  総じて、前月比低下（６月）

木 材 市 況（丸太）

資料）九州農政局宮崎農政事務所（スギ、ヒノキ）、

　　　宮崎県山村・木材振興課（マツ）

新設住宅着工戸数（折れ線、左目盛）と
総床面積（棒、右目盛）

資料）県建築住宅課



宮崎労働局によると、県内における５

月末時点のパートを含む月間有効求人数

は16,572人（季節調整値、前年同月比▲

1.9％）、月間有効求職者数は24,518人（同

＋5.0％）となった。また、月間有効求人

倍率（季節調整値）は0.68倍で前月を0.01

ポイント上回った。

新規求人数は6,553人（含むパート2,397

人）で前年同月比8.4％増加した。またパ

ート比率は、前年同月比5.6ポイント上昇

し36.6％となった。 

一方、新規求職者は5,797人 (パートを

除く常用雇用求人）で前年同月比17.5％

増加した。職業別にみると「一般事務」

が1,136人で最も多く、次いで「商品販売

（673人）」「自動車運転（246人）」「飲食物

調理（136人）」などが上位に並ぶ。

東京商工リサーチ宮崎支店の調べによ

ると、６月の企業倒産件数（負債額1,000

万円以上）は前月比２件増の９件(前年同

月比▲10.0％)となった。また、負債総額

は前月から15億1,300万円増加し33億

5,600万円(同＋56.0％)。

負債額の最多企業は、宮崎市のサービ

ス業（資本金4,500万円、従業員50名）で

負債金額は12億800万円であった。

業種別では依然として「建設業（６件）」

の不振が目立ち、原因別では、「販売不振」

「赤字累積」が各４件、「放漫経営」が１

件で不況型倒産が多い。また、地域別で

は、「宮崎市」が４件、「延岡市」「日向市」

「児湯郡」「西諸県郡」「東臼杵郡」が各１

件で、県央・県北地区に集中している。

雇　用　動　向 ―  有効求人倍率、前月比上昇（５月）

企　業　倒　産 ―  発生件数・負債総額とも前月比増（６月）

月間有効求人倍率、雇用保険受給者数

企　業　倒　産

安定所

宮　崎

延　岡

日　向

都　城

倍　率

0.75

0.43

0.49

0.58

安定所

日　南

高　鍋

小　林

（季節調整前）

倍　率

0.48

0.42

0.63

（参考）５月現在の安定所別有効求人倍率

資料）東京商工リサーチ宮崎支店

資料）宮崎労働局職業安定部



都城家畜市場での６月12～15日のせり
市における黒毛和牛子牛の売却頭数は前
月比14頭増加し、1,721頭（前年同月比＋
28頭、去勢牛941頭、メス780頭）。うち県
外への売却は940頭。去勢牛の平均は前
月比3,717円安い532,075円（同＋19,049
円）、メス牛は6,587円安い467,003円（同
▲36,242円）。
１頭当たりの平均売却価格は、前月比
4,568円安い502,583円（前年同月比▲
6,064円）となったが、「せりの全体的な
動きは前回（５月）とさほど変わってい
ない」という見方が強い。ただ、最近、
肥育時の餌となるトウモロコシ価格が上
昇しており、今後、肥育農家等への売却
価格が低下する懸念もある。
県内４市場での平均価格（去勢・メス
合計、総売却頭数5,545頭）は488,263円
（同▲26,215円）で、そのうち、血統への
高評価が定着しつつある宮崎中央市場で
の551,346円が最も高かった。

宮崎市中央卸売市場における５月の野

菜部門の卸売数量は13,466トンで前月比

＋29.0％増加し（前年同月比＋14.3％）、

総取引金額は19億778万円で前月比＋

7.3％増となった（同▲7.8％）。また、平

均単価は１㎏当り142円で前月比▲16.5

％下落した(同▲19.3％）。

品目別の単価を前年同月比でみると、

入荷量がやや減少した「レタス」は前年

比約２割高で取引されているものの、「ト

マト」「ナス」「キュウリ」などは好天に恵

まれ流通量も多く前年に比べて約１～２

割安い。また、「ニンジン」は前年比約

３割安、「ゴボー」もほぼ半値近くまで

落ち込み低迷が続いている。

畜　産　市　況 ―  子牛の高値、落ち着く（都城市場・６月）

青　果　市　況 ―  平均単価、前月比下落（５月）

青果市況（宮崎市中央卸売市場）

資料）宮崎市農政部市場課

肉用子牛（黒毛和牛）の売却平均価格
（都城地域家畜市場）

資料）（社）宮崎県畜産協会


